
　今
回
は
、
ネ
ク
サ
ス
プ
レ
シ

ジ
ョ
ン
株
式
会
社
を「
深
ボ
リ
！
」。

鹿
児
島
川
内
工
場
工
場
長
の
緒お

方が
た

裕ゆ
う

也や

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　昭
和
62
年
6
月
に
熊
本
に
本
社

工
場
を
設
立
し
、
平
成
24
年
11
月

に
本
市
に
鹿
児
島
川
内
工
場
を
新

設
し
ま
し
た
。

　当
社
で
は
金
属
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク

の
加
工
製
品
、
生
産
や
検
査
を
補

助
す
る
治じ

ぐ具
な
ど
、
製
品
一
つ
一

つ
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
製
作
し▲緒方工場長（中段の右から１番目）と社員の皆さん

て
お
り
、
当
工
場
で
は
車
の
部
品

な
ど
の
精
密
部
品
を
中
心
に
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

作
っ
た
こ
と
の
な
い
部
品
で
も
、

精
密
さ
に
加
え
、
受
注
か
ら
納
入

ま
で
の
時
間
を
減
ら
す
こ
と
も
意

識
し
て
い
ま
す
。

業
務
改
善
の
た
め
に

　当
社
で
は
、
図
面
に
従
っ
て
加

工
す
る
工
程
は
担
当
者
に
一
任
し

て
お
り
、
製
品
を
ど
う
効
率
的
に

製
作
し
て
い
く
か
を
常
に
考
え
な

が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
。
日
々
新

た
な
部
品
を
製
作
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
そ
の
都
度
工
夫
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
工
夫
を
、
会
社
全

体
で
評
価
し
合
う
発
表
会
を
半
年

に
一
度
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
評
価
の
高
い
も
の
を
社
内
で

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
改

善
を
行
い
、
コ
ス
ト
や
時
間
の
削

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　現
在
、
電
気
自
動
車
へ
の
転
換

が
進
み
、
必
要
と
さ
れ
る
部
品
も

変
化
し
て
き
ま
し
た
。
需
要
が
あ

る
部
品
の
傾
向
か
ら
、
製
作
方
法

の
研
究
、
効
率
化
す
る
た
め
の
技

術
向
上
を
図
り
、
高
品
質
の
部
品

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　ま

た
近
年
、
製
造
業
の
人
材
確

保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
学
校
と
企
業
が
情
報
交
換
を

行
え
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参
加
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 ▲部品を削っている様子

第
67
回

代 表 者：工場長　緒方裕也
所 在 地：永利町 1080番地 1
従業員数：28人
連 絡 先： (25)3311

ネ
ク
サ
ス
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社

入社５年目
橘
たちばな
木
き
　仁

ひとし
さん

　私
は
他
部
署
が
製
作
し
た
部
品

を
磨
き
上
げ
る
、
仕
上
げ
の
作
業

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　未
経
験
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
が
、
会
社
全
体
に
協
力
的
な
体

制
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
分
か
ら

な
い
と
こ
ろ
は
部
署
の
責
任
者
か

ら
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
い
、
仕
事

を
早
く
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
図
面
の
見
方
や
部
品

の
知
識
を
よ
り
一
層
身
に
付
け
て
、

よ
り
良
い
製
品
が
で
き
る
よ
う
尽

力
し
て
い
き
ま
す
。

社
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ネクサスプレシジョン株式会社
鹿児島川内工場 － Information －

ホームページ▶

▲鹿児島川内工場で作られた精密部品（右）
　野球グローブ状の金属立体物（左）

82024.7.10 広報

大
学
や
専
門
学
校
、
高
等
学
校
な

ど
を
卒
業
し
、
本
市
で
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
皆
さ
ん
へ
、｢

暮
ら
す
、

働
く｣

に
役
立
つ
情
報
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
本
市
で
働
く

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
方
や
転
職
を

検
討
し
て
い
る
方
に
も
役
立
つ
情
報

を
紹
介
し
ま
す
。

奨
学
金
返
還
支
援
利
用
者
の
声

今
回
、
奨
学
金
返
還
支
援
補
助
金

の
内
容
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。
市
内

の
事
業
所
に
就
職
す
る
際
に
は
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
補
助
金
の
他
に
も
、
特

定
の
業
種
へ
就
職
し
た
方
を
対
象
に

し
た
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
。

▼
保
育
士
就
職
支
援
金

▼�

医
療
従
事
者
等
確
保
対
策
事
業

　
給
付
金

▼�

地
域
公
共
交
通
人
材
確
保
等

　
補
助
金

申
請
・
問
合
先
／

本
庁
産
業
人
材
確
保
・
移
住
定
住

戦
略
室（
内
線
４
８
５
１
、４
８
５
２
）

▲�移住定住に
役立つ助成・
支援一覧

▲ �Job! 薩摩
川内

UIJ ターン者家賃等　
補助金について▶

就学定住支援　
補助金について▶

制度利用者市内事業所

奨学金返還支援制度について▶

▲�セミナー相談の様子

３.UIJ ターン者家賃等補助金

対象者
市外から転入前後１年以内に市内中小
企業に就職し、自らアパートなどを借
りている方

補助額 家賃１カ月分に対して、３割を１年間
補助

４. 就学定住支援補助金

対象者 入学前３年間市内に住所を有し、
市内の大学に入学した方

補助額
入学金相当額を就学時に半額交付
卒業後、市内企業に就職した方に
残りの半額を交付

　　　２. 中高生ふるさと就職奨励金

対象者
市内の中学校、高等学校新卒者で市内企業
に就職し、６カ月以上継続して就労をして
いる市内在住の方

補助額 10万円分のつん Pay ポイントを支給
※10月から受付開始します。

１. 奨学金返還支援補助金
最大 300万円！奨学金返還を支援します

対象者 市内在住で奨学金を利用して大学、専門学校などを卒業し、
市内の事業所に正規雇用された方

補助額 年上限額 30万円（最大 300万円）
補助率 奨学金返還額の３分の２

薩
摩
川
内
市
で  

働
く  

を

　
　
　
　
　サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

新 規

拡 充

このような支援
制度で、あなたの
｢暮らす、働く｣を
充実させます！

暮
ら
す
、
働
く

求
人
情
報
掲
載
サ
イ
ト｢

Ｊ
ｏ

ｂ
！
薩
摩
川
内｣

で
、
本
市
で
働
く

場
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
外
か
ら
転
入
し
、
定
住
し
て
い

た
だ
く
方
に
も
支
援
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
移
住
定
住
特
設
サ
イ

ト｢

よ
か
ま
ち
き
や
ん
せ
倶
楽
部｣

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�

　就
職
活
動
時
に
奨
学
金
返
還

支
援
制
度
が
あ
る
こ
と
を
聞
き

ま
し
た
。
こ
の
制
度
を
き
っ
か

け
に
、
地
元
に
残
っ
て
就
職
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

�

　今
後
の
採
用
活
動
で
、
市
の

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
を
周
知

す
る
の
に
併
せ
て
、
社
内
の
制

度
も
周
知
す
る
予
定
で
す
。
市

の
制
度
と
社
内
の
制
度
を
う
ま

く
活
用
し
な
が
ら
、
効
果
的
な

採
用
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

中高生ふるさと就職奨励金について▶
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